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整角四角形問題（三角関数による解法）別公式
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例題４　単位は省略　

　となることを示したい。そのためには等式

　　　　

を証明すればよい。ただし＝ を用いた。

証明には三角関数の倍角公式の積表示を利用する。そのため

以下では  などと略記する。

　　　　      　すなわち　

　　　　＝         ，　

この問題では，倍角，倍角の公式では不十分で，さらに倍角の公式が必要だと思われる。

倍角公式の積表示については教材「倍角公式」を参照のこと

　　　　                 ，

　　　　　　　　

これら公式群から適当な式を選んで並べる。ここでは倍角の公式でを表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

左辺，右辺どうしを掛けあわせ両辺に共通する因数を約分すれば等式

が得られる。
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とすると，，などと表される。

問題は右図のようになり，となることを示すには等式

　　　

を証明すればよい。ただし＝ を用いた。

以下ではこれを

　　　　　　　　　

のように略記する。証明に用いる三角関数の倍角公式は

　　　　　，　　

　　　　　

　　　　　

となる。この問題では倍角の公式も必要とした。これら公式群から適当な式を選んで並べる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

左辺，右辺どうしを掛けあわせ両辺に共通する因数を約分すれば等式

　　　　　　　　　

が得られる。

感想

　例題４と５については，難問であったが初等幾何学的解決が見事達成された問題として，ネット

で紹介されていた問題です。これに三角関数による解法が通用するか挑戦したのが上記です。公式

群の数字を眺めながら目的の等式に近づくのは，数学の問題というよりはパズルを解いている気分

でした。とちゅう倍角や倍角公式の必要性に気付かなかったこともあり，少々時間がかかりま

したがそれなりの達成感が味わえました。


